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● 現在の研究について 

貧困問題に関する研究を行っている。本研究を

行うにあたっては、特に理論と実践のつながりを

意識している。 

 貧困問題に対応する取り組みや制度・政策を考

える際には、そもそも「貧困とはなにか」という

問いが重要である。なぜならば、貧困をどのよう

に理解するのかによって、取り組みの方法や制

度・政策のかたちや規模が変わるからである。 

貧困とは、しばしば「お金がないこと」である

と理解されるが、果たしてそうした単純な理解だ

けでいいのだろうか、という問いを追究するのが

本研究の課題でもある。 

 貧困とは、この社会において、許容できないほ

どの厳しい生活状態を指すものであるが、この生

活状態をどのような水準から理解するのかとい

うことが本研究の核心である。例えば、動物とし

ての生存を維持できるギリギリのラインを下回

る生活状態からそれを理解するのか、あるいは人

間としての尊厳を維持できる生活状態を基準と

してそれを下回る生活水準から理解するのか、と

いうことである。どのような貧困理解に立つかよ

って、貧困対策の効果測定のあり方も変化する。 

 私は、以上のような研究を行うだけでなく、研

究から得られた知見を現場の実践者や政策担当

者と共有し、社会や地域にどのように還元できる

のかについても、これまでに追究してきた。 

 

 

● 今後進めていきたい研究について 

 貧困問題は、この社会のどこでも生じうるとい

う社会普遍的な問題であるということは先行研

究のなかですでに明らかにされている。しかし、

それが「資本‐賃労働関係」から生じる社会構造

上の問題であるということを論じ、実証した先行

研究はほとんどない。今後、貧困問題が社会構造

上、必然的に生じる問題であるということを正面

から論じる予定である。 

 

● 地域• 社会と連携して進めたい内容 

 貧困問題は、社会普遍的な問題であることはす

でに実証されている。したがって、貧困問題には、

社会的な対応が必要である。これは貧困問題に対

し、地域だけで完結した対応が不可能であるとい

うことを示している。 

 だが、地域の役割は重要である。何らかの生活

問題に直面してる人びとが居住しているのは地

域だからである。 

 今後は、地域の実践者とともに、「地域ででき

ること／できないこと」を整理していき、「でき

ないこと」については、地域から社会全体に対し

て、社会全体で行う何らかの取り組みが必要であ

るというメッセージを提示していくことができ

ればと考えている。これは地域福祉を地域住民と

ともに再検討するということでもある。 

 

● これまでの連携実績 

（1）宮崎県日向市子どもの未来応援会議におい

て、子どもの貧困対策に関する計画策定に

取り組んだ（2016‐現在）。 

（2）平成 30 年度長崎県保育士等キャリアアップ

研修会講師。 

 


